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4.対   策
今回、当生理機能検査室において自動回析装置付
心電計のテスト期間と重なったため、この心電計を
利用して、検討していくことにしました。循環器科
の先生の許可を得、また各外来、病棟の協力を得て、
診断を必要とする緊急心電図検査のみ、この心電計
による波形、診断の記録をそのまま台紙に整理し、
患者さんに渡すことにしました。
5.効果 確 認
この自動回析装置付心電計を用い、とりおわつて
から患者さんに渡すまでの時間をチェックし、「現状
把握」と比べてみました。平均待ち時間1分39秒と、
今まで先生に診断を依頼していた時間が省け、約 4
分の短縮をはかることができました。また、バラツ
キも見られず、どの患者さんも1分30秒程度の待ち
時間ですむようになりました (統計学的にみても有
意差があるといえます。)(図5)。
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これにより検者が′い電図室をはなれることもなく
なり、次の患者さんの待ち時間短縮にも効果をあげ
ることになりました。患者さんの流れを把握しなが
ら、円滑に検査をすすめていくことの改善になった
と思います。また、待ち時間だけでなく、循環器科
の先生の負担を極力少なくすることができた点もあ
げられます。さらに、演l定においても、筋電図、 ド
リフト除去のフィルタがついているためとりにくい
患者さんにも苦痛なく、短時間できれいな波形を得
られること、また現行の心電図の台紙の診断は和文
であることに対し、今回英文で診断が記録されるこ
とにより、診断の入った心電図をわたされる患者さ
んへの精神的不安が少なからず除かれるであろうこ
となど、待ち時間短縮のみでなく、かなりのメリッ
トが得られました (図6)。
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6.歯 ど め
今回は自動解析装置付心電計のテスト期間中でし
たが、患者さんの負担が軽減され充分な効果が得ら
れましたので今後、自動解析装置付心電計の導入を
望みます。最近の動向として、自動システム化と言
われ、検査部全体として大きな改革にとり組んでい
ます。当検査室も今回の改善策を機に、「自動化」に
ついて、さらに検討していきたいと思います。最後
に、今回の心電計のテスト期間中、御協力頂きまし
てありがとうございました。
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